
 

 

別紙２ 
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（中学校用） 
 

都道府県名 岩 手 県 
Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在） 

学校名  野田村立野田中学校 

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数 
学級数 ２ ２ ２ １ ７ 
生徒数 ６９ ７２ ７３ １ ２１５ 

１５ 

 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題 

 自ら学ぶ意欲を育てる指導はどうあればよいか 
      ～基礎・基本の定着を図る指導法の工夫を通して～ 

  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科 

＊ 実施学年及び教科を選択した理由 
  ・ 第１学年・英語 
        新しく学習する教科・学年なので、基礎・基本を定着させるため。 
    ・ 第３学年・数学 
        学年が進み、生徒の学力定着状況に差が出てくる教科のため。                      

  (2) 年次ごとの計画 
 
 
 
 
 
 
 
平
成 
15 
年
度 

○ テーマ   
   「基礎・基本の定着、遅れがちな生徒や意欲的に取り組めない生徒への指導」 
 
○ 研究の見通し 
    英語科・数学科において、基礎・基本の定着を図る指導法の工夫・改善を行うことに
より学力向上を目指す。 
 
○ 研究の内容・方法 
  ・ 成就感を味わえる授業改善 
      英語科・数学科における基礎・基本の定着を目指し、少人数指導による習熟度別学
習やＴＴ指導など授業形態の工夫を図る。 

  ・ 単元テストの実施 
      各単元の学習終了後に単元テストを行い、定着状況をみる。不十分な結果の場合は
補充指導を行う。 

  ・ 学習と生活の両立を確立する指導の工夫 
      授業で学んだことを家庭学習で復習する習慣を身に付け、意欲的に学ぶ生徒として
育つよう、学習の仕方を学級活動を通して継続的に行う。 

  ・ 朝読書や学習コンクールの取組 
     朝読書の取組により、落ち着いた雰囲気で一日を始める習慣を身に付けさせる。ま 
た全校一斉の学力定着コンクールを実施し、平均点により表彰を行うなど、全校生徒 
の学習意欲を高める取組を展開する。 

  ・ 広報活動の充実 
      学校での様子を随時各家庭に伝え、協力要請や啓発活動を行い、意識向上を図る。 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
平
成 
16 
年
度 

○ テーマ 
    「個に応じた指導の工夫・改善」 
○ 研究の見通し 
英語科・数学科において、個に応じた少人数指導の工夫・改善を行うことにより学力
向上を目指す。 
○ 研究の内容・方法 
  ・ 学習形態の工夫 
     英語、数学を中心にして、少人数指導を念頭に置いた学習内容の理解と定着を高め
るための指導形態の在り方を探る。 

  ・ 指導方法の改善 
     生徒の学習意欲を引き出し継続させるための指導の在り方を探る。 
  ・ 学習環境の整備 
     生徒の学習意欲を喚起し継続させるための方法、指導の在り方について、生徒指導
的な面も含めて検討する。 

  ・ 家庭や地域との連携 
     家庭学習の在り方や放課後・休日の過ごし方、地域社会での生活について、その望
ましい姿を保護者のみならず地域社会の様々な人々と共に考え、よりよい方向性を探
る。 

     
  (3) 研究推進体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

学力向上フロンティアスクール推進委員会 

授業改善班 Ａ 
（少人数指導） 
 

 英語、数学 

授業改善班 Ｃ 
（資料活用指導）
 

 社会、理科 

授業改善班 Ｂ 
（技能表現指導） 

 
 国語、音楽、美術 

 技術家庭、保健体育 

研究部 

教 頭 

校内研究全体会 

運営委員 職員会議 

校 長 



 

 

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １ 研究の成果 

○ ＣＲＴ検査結果 

現第３学年 国  語 数  学 英  語 

本  校    ６４．０    ６０．４    ６７．３ 

全  国    ６５．８    ５５．７    ６６．８ 

 
Ｈ１３ 

対全国比    ９７．３％  １０８．４％  １００．７％ 
本  校    ７４．５    ４９．９    ５９．９ 
全  国    ７４．７    ５７．７    ６２．２ 

 
Ｈ１４ 

対全国比    ９９．７％    ８６．５％    ９６．３％ 
本  校    ６４．３    ５８．７    ５８．７ 
全  国    ６８．２    ６６．５    ６２．０ 

 
Ｈ１５ 

対全国比    ９４．３％    ８８．３％    ９４．７％ 

 

     

 

 
現第２学年 国  語 数  学 英  語 

本  校    ６７．７    ４８．８    ６６．９ 
全  国    ６６．９    ５８．１    ６６．３ 

 
Ｈ１４ 

対全国比  １０１．２％    ８４．０％  １００．９％ 
本  校    ７９．２    ４８．３    ６１．１ 

全  国    ７４．７    ５７．７    ６２．２ 

 
Ｈ１５ 

対全国比  １０６．０％    ８３．７％    ９８．２％ 

 

     

 

 
現第１学年 国  語 数  学 英  語 

本  校    ６５．５    ５２．２    ６２．５ 
全  国    ６６．９    ５８．１    ６６．３ 

 
Ｈ１５ 

対全国比   ９７．９％    ８９．８％    ９４．３％ 

 

     

 

○ 成果 

  ・ 著しく全国との格差が生じている教科はないが、各学年とも学年が進むにつれて、英語、

数学の得点率が低くなっているという生徒の実態が分かった。 

  ・ 現第３学年の数学は、コース別ＴＴ指導を継続したことにより、２年次の得点率ポイント

をわずかながら上回った。 

 

○ 課題 

  ・ 数学については全学年とも６０％に達しておらず、基礎学力の定着が不十分であり、来年

度も継続して研究を進める。 

  ・ 上記ＣＲＴの結果から、全学年とも英語と数学については学習形態の工夫を図り確実な定

着を目指す。 

 
  



 

 

 ２ 今後の課題 

○ 生徒の実態を踏まえた授業改善 

   学年が進むにつれて学力の格差が生じる数学や中学校で初めて学ぶ英語への適切な土台作

りに向けて、少人数指導を充実させ、基礎・基本の定着に取り組む。 

○ 学習意欲を高める取組の充実 

    既存の取組状況を見直し、より充実させるよう努める。 

○ 家庭や地域との連携 

    学校での取組を広報活動を通して知らせ、一体となって事業を推進していく。 

 

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組 

○ 学習定着度状況調査    １０月実施 

    学習内容の定着を捉えるため、全県で、８５%の正答率を目標に５教科で行われる調査の、

県、地区、自校の結果を基に分析し、指導に役立てる。 

○ 教研式ＣＲＴ検査    １２月実施 

    学習状況や学習意欲を捉えるために行う。全国達成度との比較により、定着が不十分な観

点を見直し、回復措置を講じ、学力向上に役立てる。 

 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及 

○ 研究会 
   授業研究会 
    数学    7月実施  第３学年Ｂ組   「コース別ＴＴ指導の研究」 
    英語   １１月実施   第１学年Ｂ組    「コース別ＴＴ指導の研究」 
    社会  １２月実施    第１学年Ａ組    「小中一貫教育指導の研究」 
○ 説明会 
   地区懇談会  ７月実施 「保護者への事業推進の説明」 
○ 先進校視察  １０月  大船渡市立大船渡中学校学校公開                   

 

 
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
    【新規校・継続校】     ■１５年度からの新規校   □１４年度からの継続校 
 
    【学校規模】           □   ３学級以下          □  ４～６学級 
                           ■   ７～９学級          □１０～１２学級 
                           □ １３～１５学級        □ １６学級以上 
 
    【指導体制】           ■ 少人数指導           □ Ｔ．Ｔによる指導 
                           □   その他 
 
    【研究教科】           □国語       □社会     ■数学     □理科 
                           ■外国語     □音楽   □美術    □技術・家庭 
                           □保健体育    □その他 
    
【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】    ■有     □無 
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